
コミュニティ情報紙「ふたばのわ」は、

町民皆さんとそれを支える全ての人を巻き込み

それぞれの思いやあらゆる情報に

共有・共感できる紙面をめざしています。

月に一度、ふたばのわのページをめくって

みんなで一緒に笑顔になりませんか。
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 ▶特集「実りの秋に実りある交流会」（P2～3）
 ▶まもなくふくしま駅伝！GO！双葉町駅伝チーム！（P4）　
 ▶双葉ダルマさんレポート 企画展「双葉町のいまとこれから」in 環境再生プラザ・伝統芸能の記録実施について（P5）
 ▶スマイルフォト・情報掲示板（P6） ▶町からのお知らせ・双葉町伝統芸能保存プロジェクト（P7）
 ▶放射線モニタリング情報・ふたさぽミニコラム・ブログふたばのわ（P8）
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インターネットでも つなげようつながろう ふたばのわ



い
も
煮
だ
ヨ
！
全
員
集
合

共
有
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
芋
煮
は
前
日
か
ら
仕
込
み
が

行
わ
れ
、当
日
は
直
径
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

大
鍋
で
午
前
10
時
頃
か
ら
ぐ
つ
ぐ
つ
と
煮

込
ま
れ
ま
し
た
。ベ
テ
ラ
ン
主
婦
の
皆
さ
ん

が
助
っ
人
と
な
り
味
付
け
も
ば
っ
ち
り
で
用

意
さ
れ
た
２
０
０
食
は
ほ
ぼ
完
食
と
い
う

好
評
ぶ
り
で
し
た
。

　

勿
来
ひ
と
・
ま
ち
未
来
会
議
は
、芝
浦
工

業
大
学
の
学
生
と
協
力
し
、震
災
後
か
ら
こ

れ
ま
で
双
葉
町
を
は
じ
め
と
す
る
双
葉
郡

か
ら
の
避
難
者
と
勿
来
住
民
が
懇
親
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。今
回
の
芋
煮
会
も
約
半
年

を
か
け
て
準
備
し
て
お
り
、多
く
の
参
加
者

を
前
に
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
苦
労
し
た

か
い
が
あ
っ
た
と
笑
顔
で
交
流
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

集
会
所
内
で
は
か
る
た
や
折
り
紙
な
ど

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
一
生
懸
命
か
る
た
を
探

す
姿
や
折
り
紙
に
挑
戦
す
る
姿
が
微
笑
ま

し
く
、同
席
し
た
お
年
寄
り
も
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

集
会
所
の
外
で
は「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

と
し
て
花
壇
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。団

地
内
の
花
壇
に
、パ
ン
ジ
ー
や
ケ
イ
ト
ウ
な

ど
色
と
り
ど
り
の
花
の
苗
が
植
え
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、集
会
所
の
脇
に
は
お
茶
を
飲

む
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、作
業
を
終
え
た

方
同
士
で「
花
が
あ
る
環
境
は
や
っ
ぱ
り
い

い
ね
」「
水
や
り
が
楽
し
み
だ
ね
」と
喜
び
を

　

9
月
29
日
、い
わ
き
市
の
復
興
公
営
住
宅

勿
来
酒
井
団
地
で「
い
も
煮
だ
ヨ
！
全
員
集

合（
芋
煮
会
）」が
開
催
さ
れ
、団
地
や
周
辺

の
住
民
約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。こ

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
勿
来
ひ
と
・
ま
ち
未
来

会
議
が
主
催
で
、芝
浦
工
業
大
学「
笑
顔
の

ま
ち 

な
こ
そ
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加

す
る
学
生
の
協
力
の
も
と
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
ま
ず
学
生
が
先
頭
に
た
ち
ラ
ジ

オ
体
操
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。全
員
で
清
々

し
い
空
気
を
体
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
み
、イ

ベ
ン
ト
は
気
持
ち
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

勿来酒井団地では毎朝6時30分から集会所前でラジオ体操を実施しています。また、
現在はNHKのラジオ体操の誘致を目標にしているとのことです。どなたでも参加で
きますので、お誘い合わせの上ご参加ください。（雨天時は集会所内で実施）



い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
＆

　
 

東
京
ふ
れ
あ
い
双
葉
会
交
流
会

Ｙ
ｏ
Ｙ
交
流
会 

in 

群
馬

配
ら
れ
た
お
弁
当
に「
お
か
え
り
な
さ
い
」

と
い
う
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ー
ル
が
貼

付
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
に
は
東
京
ふ
れ
あ
い

双
葉
会
の
皆
さ
ん
も
大
喜
び
で
し
た
。余
興

で
は
J
A
ス
マ
イ
ル
大
正
琴
の
皆
さ
ん
に

よ
る
演
奏
や
千
代
田
信
一
さ
ん
の
唄「
福
島

慕
情
」が
披
露
さ
れ
、限
ら
れ
た
時
間
で
し

た
が
有
意
義
に
過
ご
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

し
た
。

　

9
月
27
日
に
い
わ
き
市
の
好
間
公
民
館

で
い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
と
東
京
ふ
れ

あ
い
双
葉
会
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
ふ
れ
あ
い
双
葉
会
の
17
人
が
乗
る

バ
ス
が
到
着
す
る
と
い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双

葉
会
の
メ
ン
バ
ー
が
23
人
で
盛
大
に
出
迎

え
ま
し
た
。見
知
っ
た
懐
か
し
い
顔
を
見
つ

け
た
時
の
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
は
何

よ
り
の
歓
迎
で
す
。さ
ら
に
昼
食
交
流
会
で

の
駅
で
買
い
物
を
し
た
り
し
ま
し
た
。売
店

に
は
す
で
に
旬
の
き
の
こ
や
り
ん
ご
も
並

ん
で
い
ま
し
た
。途
中
立
ち
寄
っ
た
水
上
町

に
は
、カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
を
手
作
り
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
施
設
も
あ
り
、旅
の
思
い
出
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
る
方

も
い
ま
し
た
。

　

紅
葉
に
は
少
し
早
い
時
期
で
し
た
が
、参

加
者
の
皆
さ
ん
は
秋
を
体
い
っ
ぱ
い
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

10
月
１
日
、２
日
の
２
日
間
、群
馬
県
で

は
Y
o
Y
交
流
会
in
群
馬
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
回
は
14
人
が
参
加
し
、初
日
は
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
谷
川
岳
を
登
り
、天
神
峠
か
ら

の
景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。こ
の
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
の
行
程
を
楽
し
み
に
参
加
さ
れ
た

人
も
多
く
、目
の
前
に
広
が
る
景
色
に「
思

い
切
っ
て
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」と
大
自
然

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
藤
原
ダ
ム
を
見
学
し
た
り
、道



　沿道や中継所で応援予定の方は、ぜひタブレットに選手の様子を投稿してください。
当日応援に参加できない方に、チームの頑張りを投稿して届けましょう。

　ふくしま駅伝の季節がやってきました。
　双葉町は未だに全町避難が続いており、若手選手の育成やチー
ム全体の練習が思うように進められない厳しい状況ですが、今年
も白圡直裕監督を中心に初出場3人を含む選手とサポートスタッ
フがチーム一丸となって秋のふくしま路を走ります。
　10月26日、27日には最終の合同練習が実施されました。今年初
めて参加した渡部陸翔選手は「ふくしま駅伝に参加するのが初めて
なのでわからないことだらけですが精一杯頑張りたいです」と話し
ていました。チームを率いる白圡直裕監督は「選手を集めるのに苦労
したが、今年も双葉町として出場することができる見込みとなり感謝し
かない。選手それぞれが怪我なく走りきってくれればそれで十分です」と
話していました。
　ふくしま駅伝は11月17日(日)午前7時40分号砲です。今年も皆さんの応援
をよろしくお願いします。



三字・上羽鳥 伝統芸能の記録実施について
 東日本大震災をきっかけに後継者の育成などに課題を
抱えている地域の伝統芸能を次世代へ継承するために、
町では平成30年度から「伝統芸能保存プロジェクト」を
立ち上げ、地域の伝統芸能の動画記録に取り組んでおり
ます。この度、下記のとおり、三字芸能保存会の神楽奉納・

三字芸能保存会の神楽奉納および
前沢女宝財踊りの動画記録

日時
場所

11月24日（日）午前10時30分から
前田 稲荷神社境内(双葉町三字)

※中止等の連絡は前日までにタブレットでお知らせいたします。

前沢女宝財踊り、上羽鳥芸能保存会の神楽奉納の記録を
実施する運びとなりましたので、お知らせいたします。地
域住民の皆さんはもちろん、双葉町民の方の見学を歓迎
いたしますので、ぜひお集まりください。なお、大変恐れ
入りますが立ち入りの手続きは各自でお願い致します。

駐車場は谷充家敷地をご利用ください
双葉町大字前田字稲荷前26

三字芸能保存会
　会長　岩川　孝一　☎090-8786-1734
前沢女宝財踊り保存会
　会長　半谷八重子　☎080-5570-4453

上羽鳥芸能保存会
神楽奉納の動画記録

日時
場所

12月1日（日）午前10時30分から
羽鳥 観音堂(双葉町上羽鳥)

※中止等の連絡は前日までにタブレットでお知らせいたします。

上羽鳥芸能保存会
　会長　松永　正敏　☎090-8783-4892

問い合わせ　☎0246-84-5210（双葉町教育委員会）

駐車場は髙野衛雄家敷地をご利用ください
双葉町大字上羽鳥字大道35

福島県福島市栄町1-31 1階（福島駅から400m）
10：00～17：00（月曜は定休日、祝日の場合は翌日）

http://josen.env.go.jp/plaza/

 展示スペース内にはメッセージコーナーが設け
られており、双葉町へのメッセージとして「一日も
早い復興を祈っています」「また必ず来ます」など
温かいメッセージが紹介されていました。

町の現状や
ありがとうメッセージを
動画で紹介中

双葉町伝統の
神楽の道具も
展示しています

環境再生プラザ

　9月18日から、福島駅東口近くにある環境再生プラ
ザにて企画展「双葉町のいまとこれから」が開催され
ています。この企画展では、震災前の双葉町の営みや
文化、そこに住んでいた人々が今どうしているのかを
パネルで紹介しているほか、双葉町復興支援員(ふた
さぽ)が町広報のために制作してきた動画などもご覧
いただけるようになっています。また、一角では鴻草
の神楽の衣装や道具も展示されており、町民の方にも
懐かしくご覧いただける内容です。この企画展は環境
省の協力のもと、双葉郡内の各施設でも同時開催さ
れています。（ふたばのわ第70号（令和元年8月15日
発行）5ページ参照）各施設の方によると、観光や研修
目的で施設を訪れる国内外の方々にご覧いただいて
いるとのことでした。町民の皆さんもお近くにお越し
の際は、ぜひお立ち寄りください。



～笑顔でみんなをつなげたい～

※10月20日時点の情報です。自治会、町民グループさまの交流会、イベント情報などございましたら、この掲示板をご活用ください。
掲載ご希望の場合は、双葉町復興支援員（ふたさぽ）までお知らせください。

9月13日(金)
老人クラブ連合会

クロリティー大会(福島市) 9月26日（木）
復興公営住宅八山田団地
タブレット教室(郡山市)

9月24日（火）
復興公営住宅勿来酒井団地
タブレット教室（いわき市）

10月5日（土）
ふたばワールド2019 
in Jヴィレッジ（楢葉町）

10月16日（水）
双葉町社会福祉協議会

加須事務所タブレット教室（加須市）



　
双
葉
町
伝
統
芸
能
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、双
葉

町
の
各
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
デ
ジ
タ
ル
映

像
等
で
記
録
す
る
取
り
組
み
で
す
。地
域
の
人
々
が

長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
受
け
繋
い
で
き
た

伝
統
芸
能
は
、地
域
の
結
束
力
を
高
め
る
要
で
も

あ
り
ま
す
。故
郷
の
伝
統
芸
能
の
維
持
・
発
展
を
町

全
体
で
考
え
、次
世
代
に
良
い
形
で
残
す
こ
と
が

で
き
る
環
境
・
仕
組
み
づ
く
り
に
ぜ
ひ
町
民
皆
さ
ん

の
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中間貯蔵施設に係る弁護士相談窓口のご案内（11月）

事前申し込みになりますので、右記の連絡先まで
ご連絡をお願いいたします。

◆開催場所及び開催日時

◆申し込み方法

建設課 復旧復興係　☎0246-84-5209
受付時間 午前8時30分～午後5時15分（平日）

◆申し込み・問い合わせ先

開催場所 開催日時

弁
護
士
相
談
窓
口

双
葉
町
教
育
委
員
会

　

☎
０
２
４
６
ー
８
４
ー
５
２
１
０

双
葉
町
復
興
支
援
員(

ふ
た
さ
ぽ)

　

☎
０
８
０
ー
２
８
４
７
ー
０
０
７
４

　
　

(

小
松)

問
い
合
わ
せ
先

　

今
回
は
山
田
行
政
区
に
伝
わ
る「
山

田
の
七
芸
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

山
田
地
区
で
は
い
く
つ
か
の
伝
統

芸
能
が
代
々
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
、
笠
お
ど
り

（
八
木
節
）、
お
か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
、
石

投
げ
踊
り
、
田
植
踊
り
、
鳥
刺
し
、

会
津
漫
才
、
神
楽
な
ど
で
す
。
そ
の

中
の
代
表
的
な
７
つ
が
「
山
田
の
七

芸
」
と
呼
ば
れ
地
区
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
震
災
前
か
ら
す
で
に
途
絶

え
て
し
ま
っ
て
い
た
も
の
も
あ
り
、
現

在
で
は
「
山
田
の
七
芸
」
が
実
際
に

ど
の
芸
能
を
差
し
て
い
た
の
か
も
不
明

で
す
。

　

以
前
山
田
地
区
に
住
ん
で
い
た
と
い

う
70
歳
〜
80
歳
代
の
方
に
よ
る
と
、

神
楽
や
鳥
刺
し
が
地
区
の
お
祭
り
な

ど
で
披
露
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
「
山
田
の
七
芸
」
の

詳
細
を
知
る
方
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

地
域
の
伝
統
芸
能
は
そ
こ
に
住
む

方
々
を
結
び
つ
け
、
地
域
の
結
束
力

を
高
め
る
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地

域
の
歴
史
や
人
々
の
営
み
を
後
世
に

伝
え
る
役
割
も
担
っ
て
き
た
は
ず
で

す
。

　

町
で
は
町
内
で
伝
わ
っ
て
き
た
伝

統
芸
能
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
多
く
の

情
報
を
記
録
し
後
世
に
残
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。「
山
田
の
七
芸
」
に

つ
い
て
ご
存
知
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

家
族
や
ご
近
所
か
ら
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
と
う
い
う
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
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11月21日（木）［午後２時～午後５時］

情
報
提
供

2019年12月25日（水）
午後6時30分開演（午後6時開場）

☎03-5771-4605
（平日9：30～18：00）

公演日時
いわき芸術文化交流館
アリオス 大ホール

場　所

　WEBサイトか電話でご応募ください。
　双葉町に住民票のある小・
中・高生であればどなたでも応
募いただけます。

【WEBサイト】
https://forms.gle/ncx5yaKoLZ3ZrreW6
【電話】
☎03-5771-4605（平日9：30～18：00）

※当日の様子を、株式会社CHINTAIのホームページや資料等で紹介させていただきます。（プライバシーに配慮した加工等を実施）

　株式会社CHINTAIが協賛するバレエ公演「くるみ割り人形」
に双葉町に住民票のある小・中・高生ペア50組（100名様）を
無料でご招待いただけるとのことです。クリスマスの思い出づ
くりにふるってご応募ください。

鑑賞ご希望の方は…

「くるみ割り人形」いわき公演
双葉町の小・中・高生
ペア50組（S席相当)ご招待

問い合わせ先

双葉町いわき事務所

詳細は
ふたばのわ第72号
（10月15日発行）
をご覧ください。



令和元年10月25日　

福島県内

双葉町内



















郡山市 日和田応急仮設住宅････

郡山市 喜久田応急仮設住宅････

福島市 県北保健福祉事務所････

郡山市 県郡山合同庁舎････････

白河市 県白河合同庁舎････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎 

南会津町 県南会津合同庁舎････

南相馬市 県南相馬合同庁舎････

いわき市 県いわき合同庁舎････

放射線モニタリング情報

原子力規制委員会ホームページより

※全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）
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新山公民館

双葉町歴史民俗資料館

双葉南小学校

双葉中学校

県立双葉高等学校

中央公園

双葉総合公園

双葉町役場

郡山公民館

細谷公民館

三字公民館

山田農村広場

石熊公民館

双葉町体育館

長塚二公民館
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長塚
長塚
羽鳥
羽鳥
寺松
渋川
鴻草
中田
両竹
浜野

双葉町青年婦人会館

町西住宅

JAふたば北部営農センター

双葉北小学校

ふたば幼稚園

双葉駅北側駐車場

双葉町児童館

上羽鳥

羽鳥公民館

寺松公民館

渋川公民館

北部コミュニティーセンター

中田公民館

両竹公民館

浜野公民館
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－
－
－
－
－
－
1.89
1.73
3.46
1.48
4.30
0.77
0.54
0.34

地 区 地   点 平成24年
4月1日

令和元年
10月25日 地 区 地   点 平成24年

4月1日
令和元年
10月25日

新山
新山
新山
新山
新山
新山
新山
下条
下条
郡山
細谷
三字
山田
石熊
長塚
長塚

　11月3日は文化の日。私が生まれ育った南相馬
市小高区には、昭和5年に国指定史跡に指定され
た「大悲山の石仏」があり「大悲山大蛇物語」とい
う伝説があります。目の不自由な琵琶法師と小高
郷を大沼にしようとする大蛇、それを退治しよう
とする武士の物語です。小高区の地名である「角
部内(つのべうち)」「耳谷(みみがい)」は、この戦い
の際に大蛇の角・耳が落ちた地と言われていま
す。ちなみに私の生まれた「浦尻」は大蛇のお尻…
ではないようです。
　小学校の時に一度訪れた大悲山。いつか子ど
もと行って、この伝説を話してあげたいなと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　   西元 美紀子

　今月皆さんにぜひ読ん
でいただきたいブログは
10月5日にJヴィレッジで
行われた「ふたばワールド
2019 in Jヴィレッジ」で
す。当日は県内外から多く
の方が訪れました。中に
は故郷の友人との再会を
果たした方もおられたよ
うです。会場を訪れた方は、著名人によるステージイ
ベントや各地の名産品を紹介するブースなど様々な
コンテンツを大いに楽しんでいました。詳しくはブロ
グふたばのわでご覧ください。
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